










[要約]先天性副腎過形成症(21-水酸化酵素欠損症)の診断ならびに治療上の検査指標とし

て重要な尿中 pregnanetriol(PT)濃度の測定は、従来から(毛細管)ガスクロマトグラフィ

ーにより測定されてきた。今回はより高感度でかつ簡便な PT-3-glucuronide(PT-3-G)の

ELISA 法による測定法を新らたに開発し、その臨床応用について検討した。本法による

PT-3-G の測定感度は、測定に供する尿量が少量であるにもかかわらずきわめて高感度であ

り、尿炉紙からの測定も可能なレベルであった。測定の特異性も満足できるものであり、

かつ毛細管ガスクロマトグラフィー法との相関も良好であった。本法はマススクリーニン

グや治療コントロールの評価(ことに過剰治療の決定)に応用ができるため、本症の診断の

みならず成長予後の改善へも有用であろう。 


